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２
０
１
６
年
の
話
題
と
言

え
ば
、
何
と
言
っ
て
も
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
と
米
国
の

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
候
補
の
勝

利
で
あ
っ
た
。
安
価
な
外
国

製
品
に
よ
っ
て
国
内
産
業
は

衰
退
さ
せ
ら
れ
、
外
国
人
労

働
者
が
国
内
の
雇
用
を
奪
っ

て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
産
業
構

造
の
転
換
に
乗
り
遅
れ
た
一

般
労
働
者
の
不
満
に
迎
合
し

た
。
日
本
で
も
国
内
製
造
業

は
ア
ジ
ア
製
品
に
シ
ェ
ア
を

奪
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ

う
な
保
護
主
義
の
主
張
の
台

頭
は
現
実
化
し
て
い
な
い
。

日
本
は
敗
戦
国
で
、
北
米
・

欧
州
市
場
に
製
品
を
販
売
し

て
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た

点
で
米
英
と
は
歴
史
的
経
緯

が
異
な
り
、
ま
た
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
海
外
市
場
を
取
り
込
ま

な
け
れ
ば
経
済
水
準
を
維
持

す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
国

民
的
認
識
も
あ
る
。
た
だ
、

近
年
、
日
本
で
も
、
特
に
若

年
層
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
」
等
、
外
国
人

排
斥
の
活
動
が
散
見
さ
れ
て

お
り
懸
念
が
あ
る
。

　

実
際
に
は
、
日
本
で
は
、

外
国
人
が
雇
用
を
奪
う
ど
こ

ろ
か
、
若
い
外
国
人
労
働
力

の
獲
得
は
地
域
の
中
小
企
業

の
死
活
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
技
能
実
習
や
留
学
と
い

っ
た
名
目
で
出
稼
ぎ
に
来
た

外
国
人
を
安
価
か
つ
劣
悪
な

条
件
で
雇
用
し
、
日
本
人
の

若
者
が
嫌
う
単
純
重
労
働
に

従
事
さ
せ
て
い
る
事
例
が
数

多
く
報
告
さ
れ
、
社
会
問
題

と
も
な
っ
て
い
る
。
介
護
現

場
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
今

秋
の
臨
時
国
会
で
は
、
外
国

人
の
技
能
実
習
と
在
留
資
格

に
新
た
に
「
介
護
」
を
加
え

る
法
律
が
成
立
し
た
。
政
府

は
女
性
や
高
齢
者
の
就
業
支

援
を
行
っ
て
い
る
が
、
負
荷

の
重
い
仕
事
の
労
働
力
不
足

は
解
消
の
見
込
み
が
立
っ
て

い
な
い
。
現
行
制
度
は
外
国

人
に
技
術
や
学
問
を
習
得
さ

せ
る
国
際
貢
献
の
た
め
の
外

国
人
受
け
入
れ
と
い
う
建
前

で
あ
る
が
、
も
は
や
正
面
か

ら
労
働
目
的
の
外
国
人
を
受

け
入
れ
、
適
切
な
労
働
条
件

を
保
証
す
る
制
度
を
検
討
す

べ
き
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
現
状
で
は
日
本
に
失
望

す
る
外
国
人
も
多
い
。
中
国

が
強
大
化
す
る
中
、
日
米
関

係
の
先
行
き
は
見
通
せ
ず
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
友
好
関

係
は
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
若
い
真
の
親
日
派
を
増

や
す
に
は
、
や
は
り
、
対
等

な
目
線
と
、
相
手
の
立
場
へ

の
配
慮
が
大
切
だ
ろ
う
。

（
参
議
院
議
員

�

古
川
俊
治　

外
66
回
）

三四会員　医師会役員　一覧

第
４
回

国
際
未
診
断
疾
患
会
議
開
催

医
学
部
１
０
０
周
年

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
誕
生

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
祝
し
て

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
金
）よ
り
1

月
4
日（
水
）の
間
休
診
と
致
し
ま
す
。

病　

院　

長

�

医
学
部
長
　
岡
野
　
栄
之

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
都
合
を
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞
医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　

時　

平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）
11
時
か
ら
13
時
30
分

場　

所　

２
号
館
11
階　

大
会
議
室

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医

学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞
医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
」

の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催
第21回

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
は

来
る
２
０
１
７
年
（
平
成
29

年
）
に
開
設
１
０
０
年
を
迎

え
る
。
そ
ん
な
な
か
医
学
部

１
０
０
年
記
念
事
業
幹
事
会

が
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ

ン
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、

阿
部
雄
志
君
（
医
学
部
５

年
）
の
作
品
が
見
事
採
用
さ

れ
た
。
今
回
は
医
学
部
の
新

た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
こ

の
独
創
的
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

つ
い
て
、
作
成
者
の
阿
部
君

に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

▽
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
応
募
に
至
っ
た

か
。

阿
部
：
医
学
部
新
聞
の
紙
面

で
医
学
部
１
０
０
年
記
念
事

業
幹
事
会
に
よ
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
募
集
の
記
事
を
見
て
応
募

を
決
め
ま
し
た
。

▽
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ

イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

阿
部
：
医
学
部
の
歴
史
や
精

神
が
１
０
０
年
を
超
え
て
受

け
継
ぎ
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く

様
を
、
上
向
き
と
右
向
き
の

２
本
の
矢
印
で
表
現
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
色
々
な
大

き
さ
で
の
視
認
性
を
高
め
る

た
め
単
純
な
線
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
名
刺
か
ら
ポ
ス
タ

ー
ま
で
、
幅
広
い
シ
ー
ン
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
と
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ノ
ク
ロ

展
開
を
し
て
も
ロ
ゴ
の
意
味

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
採
用
さ
れ
た
感
想
。

阿
部
：
１
月
号
か
ら
は
医
学

部
新
聞
紙
面
に
も
ロ
ゴ
が
掲

載
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
多

く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
る

と
思
う
と
大
変
光
栄
で
す
。

今
後
、
色
々
な
場
面
で
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

�

（
５
年　

中
村
健
吾
）

医学部100周年記念ロゴマーク

左
か
ら
、
岡
野
医
学
部
長
、
ペ
ー
ボ
博
士
、

本
庶
博
士
、
清
家
塾
長
　
　
　
　
　
　
　
　

会場の様子

筆者（宮田）

　

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
１
つ
で
あ
る
。
過
去
に
は

本
賞
受
賞
者
か
ら
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
７
名
輩
出
し
て

お
り
、
国
内
外
か
ら
の
注
目

は
大
き
い
。

　

12
月
１
日
、
第
21
回
慶
應

医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
ス
ヴ

ァ
ン
テ�

ペ
ー
ボ
博
士
（
マ

ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
進
化
人

類
学
研
究
所
（
ド
イ
ツ
）
教

授
）、
本
庶�

佑
博
士
（
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

名
誉
教
授
）
を
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
迎
え
、
慶
應
医
学

賞
授
賞
式
お
よ
び
受
賞
記
念

講
演
会
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
の
中
、
吉
村�

昭
彦�
教
授
の
司
会
進
行
に

よ
り
開
会
さ
れ
た
授
賞
式

は
、
岡
野
栄
之
審
査
委
員
長

に
よ
る
審
査
報
告
と
受
賞
者

紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
。
ペ
ー

ボ
博
士
は
「
人
類
進
化
の
分

子
遺
伝
学
へ
の
貢
献
」
に
よ

っ
て
、
本
庶
博
士
は
「
Ｐ

Ｄ-

１
分
子
の
同
定
と
Ｐ
Ｄ-

１
阻
害
が
ん
免
疫
療
法
原
理

の
確
立
」
に
よ
っ
て
、
学
内

外
約
80
名
に
よ
る
厳
正
な
審

査
を
経
て
選
出
さ
れ
た
。

　

続
い
て
清
家
篤
塾
長
か

ら
、
両
博
士
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
目
録
が
授
与
さ
れ
た
。

清
家
塾
長
は
両
博
士
の
功
績

を
称
え
祝
福
し
、
こ
の
賞
の

意
義
に
つ
い
て
「
こ
れ
を
受

賞
す
る
人
の
名
誉
で
あ
る
と

同
時
に
、
慶
應
義
塾
に
と
っ

て
も
大
変
名
誉
で
あ
る
」
と

語
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
小
松

　

親
次
郎　

文
部
科
学
審
議

官
、
マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ

ク　

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大

使
、
ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ

ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン　

駐

日
ド
イ
ツ
大
使
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
受
賞
者
か
ら
の
挨

拶
で
ペ
ー
ボ
博
士
は
、
古
代

Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
の
こ
れ
ま
で
30

年
間
に
渡
る
苦
難
と
成
功
へ

の
軌
跡
を
語
っ
た
。
科
学
技

術
の
進
歩
の
お
か
げ
で
、
絶

滅
し
た
旧
人
類
や
動
物
、
現

生
人
類
、
お
よ
び
古
代
の
病

原
菌
の
ゲ
ノ
ム
を
、
過
去
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
研
究
す
る
と

い
う
夢
が
実
現
し
、
そ
れ
を

可
能
に
し
て
く
れ
た
研
究
室

の
ス
タ
ッ
フ
や
他
の
研
究
室

の
共
同
研
究
者
、
マ
ッ
ク
ス

・
プ
ラ
ン
ク
進
化
人
類
学
研

究
所
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
挨

拶
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

本
庶
博
士
は
、
何
か
を
知

り
た
い
と
い
う
好
奇
心
か
ら

出
発
し
た
研
究
の
成
果
が
、

　

平
成
28
年
11
月
４
日

（
金
）、
２
号
館
11
階
大
会

議
室
に
お
い
て
、
第
96
回
慶

應
医
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
が
与
え
る
影
響
は
、
こ

こ
最
近
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet�

of�Things

）
と
い
う
単
語
の

流
行
に
止
ま
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
こ
の

数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
情
報
革
命
、

情
報
爆
発
な
ど
技
術
革
新
だ

け
に
止
ま
ら
ず
社
会
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
ま
で
も
変
革
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
医
療
分

野
に
お
い
て
は
〝
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
〟
と
い
う
概
念
は
、
情

報
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研

究
や
臨
床
に
影
響
を
及
ぼ
す

新
た
な
必
須
事
項
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
医
療
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
は
、
多
様
で
膨
大
な

個
人
デ
ー
タ
の
集
積
に
加

え
、
ヒ
ト
の
微
視
的
で
精
緻

な
生
命
活
動
、
健
康
状
態
、

医
療
や
健
診
受
診
な
ど
の
人

為
的
な
事
象
、
さ
ら
に
は
社

会
的
な
行
動
な
ど
、
異
な
る

次
元
の
現
象
の
精
密
な
分
析

・
測
定
に
よ
る
デ
ー
タ
化
の

両
面
で
加
速
的
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
坂
口

光
洋
記
念
シ
ス
テ
ム
医
学
講

座
教
授
で
あ
る
洪
実
先
生
と

宮
田
で
企
画
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
塾
外
か
ら
「
医
療
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
」
に
取
り
組
む

最
先
端
の
研
究
者
３
名
を
招

聘
し
、
御
講
演
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
私
、

宮
田
か
ら
は
個
人
レ
ベ
ル
で

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
連
結

さ
れ
、
更
に
精
緻
な
解
析
が

可
能
と
な
る
基
盤
が
整
備
さ

れ
て
い
く
国
の
方
針
と
そ
れ

に
よ
っ
て
実
現
す
る
世
界
を

お
話
し
ま
し
た
。
個
人
を
中

心
に
ど
こ
で
も
情
報
を
活
用

す
る
こ
と
が
可
能
な
情
報
環

境
の
構
築
（Person-

centered�Open�Platform�
for�wellbeing:�PeOPLe

）

に
よ
り
、
日
常
生
活
の
活
動

量
や
購
買
行
動
、
位
置
情
報

な
ど
、
多
様
な
生
活
情
報
の

デ
ー
タ
と
健
康
・
医
療
デ
ー

タ
と
が
関
連
付
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
新
た
な

環
境
に
お
け
る
情
報
の
活
用

は
、
新
産
業
創
出
に
つ
な
が

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き

起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ

て
可
能
な
限
り
の
健
康
を
実

現
し
、
適
切
な
医
療
の
提
供

・
利
用
が
継
続
で
き
る
新
し

い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
に
、
東
京
医
科
歯
科
大

学　

医
療
政
策
情
報
学
分
野

の
伏
見
清
秀
先
生
は
、「
Ｄ

Ｐ
Ｃ
・
Ｎ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
に
よ

る
医
療
の
質
と
地
域
医
療
の

評
価
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
評
価
に
よ
り
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
診
療
へ
の

貢
献
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
地
域
の
医
療
機
関
の

診
療
実
態
の
可
視
化
に
よ
る

地
域
医
療
の
あ
り
方
の
検

討
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
治
療
手
技
選
択
、
診
療

体
制
評
価
、
地
域
格
差
評
価

な
ど
の
臨
床
研
究
の
実
施
、

そ
し
て
こ
れ
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め

の
、
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

の
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
臨
床
研

究
を
支
え
る
人
材
の
育
成

は
、
今
後
の
慶
應
医
学
に
お

い
て
も
重
要
な
位
置
づ
け
に

な
時
代
の
到
来
を
示
す
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
降
水
量
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
予
測
に
よ

る
、
ダ
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
洪
水
の
緩
和
。
米
国
に
お

け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に

よ
る
犯
罪
者
の
再
犯
予
測
に

よ
る
早
期
出
所
判
断
と
、
そ

の
結
果
の
再
犯
低
下
効
果
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
お

け
る
開
発
途
上
国
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
実
例
な
ど
、
日
本
の
医

療
と
は
異
な
る
事
例
で
あ
り

な
が
ら
、
今
後
の
日
本
の
あ

り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な

示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。
会
場

に
お
越
し
の
方
々
は
、
す
で

に
使
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
あ

る
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
い

う
概
念
がversion2.0

と
い

う
、
新
た
な
局
面
に
入
っ
た

こ
と
を
実
感
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企

画
・
運
営
に
ご
尽
力
頂
い
た

皆
様
に
は
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」

慶
應
医
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

宮
田 

裕
章

医
療
政
策
・
管
理
学
教
室

多
く
の
幸
運
を
引
き
寄
せ
た

結
果
、
患
者
さ
ん
の
命
を
救

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
上
の
な
い
幸

せ
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま

た
、
慶
應
医
学
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
を
機
に
、
基
礎
医
学

研
究
者
が
社
会
の
人
々
に
直

接
役
立
つ
成
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
な
り
、
長
期
に
わ
た

っ
て
地
道
な
研
究
に
励
む
若

い
研
究
者
が
、
新
た
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
語
っ
た
。

　

受
賞
記
念
講
演
会
は
岡
野

栄
之
医
学
部
長
に
よ
る
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
会
場
は
世
界

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
両

博
士
の
貴
重
な
講
演
を
聴
く

た
め
集
ま
っ
た
約
３
０
０
名

の
聴
衆
で
満
席
と
な
っ
た
。

各
講
演
後
は
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　

夜
に
は
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
清

家
塾
長
、
学
外
審
査
委
員　

審
良　

静
男
大
阪
大
学
Ｗ
Ｐ

Ｉ
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
拠
点
長
よ
り
祝

福
の
言
葉
が
あ
り
、
医
学
部

管
弦
楽
団
の
演
奏
の
中
、
両

博
士
を
は
じ
め
、
参
加
者
は

大
い
に
歓
談
し
た
。

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

東
京
大
学
医
学
部　

医
療

情
報
経
済
学
分
野
の
大
江
和

彦
先
生
は
、「
診
療
か
ら
生

ま
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
医
療
機
関
で

電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
歴
史
的
経
緯

を
俯
瞰
的
に
捉
え
た
上
で
、

デ
ー
タ
形
式
の
標
準
化
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
機
関

や
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
の
違
い

を
、
概
ね
吸
収
し
て
標
準
化

さ
れ
た
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積

す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｓ
Ｓ
―

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
規
格
の
開
発
と
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
臨
床
研

究
の
応
用
と
今
後
の
展
望
が

示
さ
れ
、
今
後
は
電
子
カ
ル

テ
と
い
う
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

と
連
動
し
た
臨
床
研
究
は
、

ま
す
ま
す
有
用
と
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

���
そ
し
て
最
後
に
、
国
立
情

報
学
研
究
所
の
所
長
の
喜
連

川
優
先
生
か
ら
、「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ2.0

」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
下
、
医
療
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
観
点
か
ら
新
た

　

平
成
28
年
11
月
16
日
〜
17

日
に
第
4
回
国
際
未
診
断
疾

患
会
議International�

Conference�of�Rare�and�
Undiagnosed�Diseases

が

東
京
で
開
催
さ
れ
、
20
ヶ
国

60
名
の
未
診
断
疾
患
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
が
一

同
に
会
し
た
。

　

未
診
断
疾
患
と
は
、
特
異

な
症
状
の
組
み
合
わ
せ
を
持

ち
、
新
規
疾
患
と
考
え
ら
れ

る
が
原
因
が
未
解
明
の
患
者

群
の
総
称
で
あ
る
。
類
似
し

た
症
状
の
組
み
合
わ
せ
を
有

す
る
患
者
が
複
数
同
定
さ

れ
、
し
か
も
同
一
の
遺
伝
子

に
変
異
が
同
定
さ
れ
れ
ば
、

新
規
疾
患
単
位
と
し
て
確
立

さ
れ
る
。
詳
細
か
つ
体
系
的

な
臨
床
的
評
価
を
受
け
た
多

く
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
ゲ

れ
る
と
と
も
に
、
未
診
断
患

者
に
つ
い
て
熱
心
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
今
後
の
国

際
協
調
の
進
め
方
に
つ
い
て

も
議
論
が
白
熱
し
た
。
協
力

を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
患
者

さ
ん
の
診
断
し
、
新
規
疾
患

の
同
定
と
治
療
法
の
開
発
を

目
指
す
共
通
の
志
を
持
つ
臨

床
家
・
研
究
者
の
集
ま
り
で

あ
り
、
先
鋭
的
だ
が
友
好
的

で
も
あ
る
会
議
と
な
っ
た
。

本
会
議
は
米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
と
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
支
援
に
よ
り
開
催

さ
れ
、
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ

ー
小
崎
健
次
郎
教
授
が
会
長

を
務
め
た
。
次
回
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
・
カ
ロ
リ
ン
カ
研
究

所
が
主
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

（
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー
教

授　

増
井
徹　

55
相
当
）

ノ
ム
解
析
を

行
う
必
要
が

あ
り
、
国
内

外
の
多
く
の

患
者
に
つ
い

て
、
体
系
的

な
臨
床
デ
ー

タ
と
ゲ
ノ
ム

デ
ー
タ
の
共

有
・
比
較
が

求
め
ら
れ
る

分
野
で
あ

る
。

　

今
回
の
学

会
で
は
、
各

国
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ

全国 28.11.30現在
日本医師会 理事 石渡　勇 50回

都道府県
北海道医師会 理事 沖　一郎 58回
福島県医師会 副会長 星　北斗 68相当
茨城県医師会 副会長 石渡　勇 50回
茨城県医師会 常任理事 山脇英範 53回
栃木県医師会 常任理事 宮原保之 56回
栃木県医師会 常任理事 長谷川親太郎 61回
埼玉県医師会 理事 森　泰二郎 55回
千葉県医師会 理事 日比野久美子 61回
東京都医師会 副会長 近藤太郎 68回
東京都医師会 理事 島﨑美奈子 61回
神奈川県医師会 理事 小林信男 47回
神奈川県医師会 理事 池上秀明 55回
神奈川県医師会 監事 渡邊知雄 52回
福井県医師会 副会長 池端幸彦 59回
長野県医師会 理事 佐藤和英 50回
兵庫県医師会 常任理事 西口  郁 62回
島根県医師会 常任理事 生越英二 47回
長崎県医師会 監事 大角光彦 68回

郡市区等医師会
北海道 苫小牧市医師会 会長 沖　一郎 58回
栃木県 那須郡市医師会 理事 宮原保之 56回
群馬県 前橋市医師会 会長 田中　義 53回
埼玉県 浦和医師会 理事 鳥谷部郁子 64回

さいたま市与野医師会 副会長 森　泰二郎 55回
さいたま市与野医師会 理事 鈴木俊雄 59回
岩槻医師会 理事 竹田周吾 61回
蕨戸田市医師会 理事 飯野朗子 59相当
北埼玉医師会 会長 加藤　誠 56回
本庄市児玉郡医師会 会長 高橋茂雄 54回
北足立郡市医師会 議長 坪山寿郎 52回
飯能地区医師会 理事 斎藤文雄 37相当
埼玉医科大学医師会 副会長 金澤　實 52回
埼玉医科大学医師会 理事 中元秀友 62回
防衛医科大学校医師会 理事 小須田　茂 54回

千葉県 市川市医師会 会長 高橋正憲 48回
市川市医師会 副会長 西田次郎 63相当
市川市医師会 監事 田島知行 47回
市川市医師会 監事 菅　貞郎 61回
柏市医師会 理事 多田紀夫 51回
柏市医師会 理事 武士昭彦 52回
柏市医師会 理事 日比野久美子 61回
千葉県庁医師会 会長 古元重和 76回

東京都 千代田区医師会 理事 髙野学美 64相当
神田医師会 副会長 板倉　勝 52回
神田医師会 監事 大塩　力 49回
港区医師会 理事 安岡博之 62回
港区医師会 理事 矢島正純 62回
浅草医師会 理事 村田隆幸 72回
墨田区医師会 監事 湯澤喜志雄 55回
江戸川区医師会 副会長 山上惠一 51回
新宿区医師会 副会長 黒瀬　巌 65回
新宿区医師会 理事 信川益明 57相当
目黒区医師会 副会長 飯ヶ谷知彦 60回
目黒区医師会 副会長 島﨑美奈子 61回

目黒区医師会 理事 花谷勇治 54回
目黒区医師会 理事 田島厳吾 72回
玉川医師会 理事 宮崎　祐 72相当
渋谷区医師会 副会長 稲垣　稔 53回
渋谷区医師会 副会長 リー啓子 60回
渋谷区医師会 理事 宝樹真理 52回
中野区医師会 監事 池田美智子 47回
中野区医師会 理事 熊久保貴美 68回
中野区医師会 理事 熊埜御堂　隆 70相当
杉並区医師会 理事 河合　章 62相当
蒲田医師会 会長 熊谷頼佳 56回
北区医師会 理事 輿石美香 67相当
豊島区医師会 理事 山根明子 73相当
板橋区医師会 副会長 石川　徹 58回
板橋区医師会 理事 加藤喜之 68回
調布市医師会 理事 麻生泰二 65回
三鷹市医師会 理事 吉野秀朗 56回
稲城市医師会 理事 松﨑章二 61相当
稲城市医師会 監事 森　直行 54回
八王子市医師会 理事 玉谷青史 50回
日野市医師会 副会長 西村正智 63回
日野市医師会 理事 井上宗信 64回
日野市医師会 理事 森末淳 70相当
立川市医師会 理事 都築義和 68回
慶應医師会 会長 鈴木則宏 56回
慶應医師会 副会長 村田　満 60回
慶應医師会 副会長 安井正人 68回
慶應医師会 理事 大前和幸 57回
慶應医師会 理事 青木大輔 61回
慶應医師会 理事 天谷雅行 64回
慶應医師会 理事 大家基嗣 66回
慶應医師会 理事 岡本真一郎 58回
慶應医師会 理事 小川　郁 60回
慶應医師会 理事 北川雄光 65回
慶應医師会 理事 堀　進悟 54回
慶應医師会 理事 里宇明元 58回
慶應医師会 監事 武田純三 52回
東京医科歯科大学医師会 理事 渡邉　守 58回
帝京大学医師会 理事 江口研二 52回
帝京大学医師会 理事 川村雅文 61回
帝京大学医師会 理事 池田　正 53回
順天堂大学医師会 監事 木下勝之 45回
東邦大学医師会 副会長 西脇祐司 68回
東邦大学医師会 理事 水野雅文 65回
東邦大学医師会 監事 川合眞一 56回
都立病院医師会 理事 本田雅敬 55回

神奈川県 横浜市医師会 理事 増田英明 58相当
横浜市医師会 勤務医部会理事 石原　淳 58回
横浜市　青葉区医師会 理事 松岡誠治 67回
横浜市　青葉区医師会 顧問 石井忠信 47回
横浜市　旭区医師会 副会長 一色聡一郎 72回

　

当
新
聞
の
平
成
28
年
4
月
20
日
号

に
「
医
師
会
役
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
三
四
会
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
」
と
し
て
、
先
生
方
の
一
覧

表
を
本
年
6
月
に
改
選
さ
れ
た
医
師

会
の
情
報
等
を
も
と
に
、
更
新
し
ま

し
た
。
掲
載
項
目
は
、
医
師
会
名
、

役
職
、
氏
名
、
卒
業
回
数
の
み
で
す

が
、
医
師
会
関
連
の
会
議
や
会
合
、

情
報
交
換
等
に
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

な
お
、
誤
記
載
や
内
容
不
備
に
関

し
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
三
四
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

横浜市　神奈川区医師会 副会長 村瀬雄二 53回
横浜市　神奈川区医師会 理事 川﨑順久 60相当
横浜市　神奈川区医師会 理事　 館野秀樹 58回
横浜市　金沢区医師会 災害対策部長 田川崇正 77回
横浜市　金沢区医師会 監事 岡本十右衛門 45回
横浜市　港南区医師会 監事 秋山武仁 50回
横浜市　瀬谷区医師会 理事 清水俊一 54回
横浜市　鶴見区医師会 勤務医部 三角隆彦 60回
横浜市　中区医師会 監査 秋山英明 54回
横浜市　西区医師会 副会長 渡辺　良 52回
横浜市　西区医師会 副会長 増田英明 58相当
横浜市　西区医師会 理事 秋月正史 45回
横浜市　西区医師会 勤務医担当理事 藤井芳明 60回
横浜市　保土ケ谷区医師会 常任理事 棚橋達一郎 58回
横浜市　南区医師会 常任理事 内田伸弘 57回
横浜市　南区医師会 班長 廣岡幸祐 43回
川崎市医師会 理事 今井　聡 78回
川崎市　川崎区医師会 幹事 古川智洋 61回
川崎市　川崎区医師会 特別幹事 大曽根康夫 59回
川崎市　幸区医師会 副会長 田村清隆 59相当
川崎市　中原区医師会 理事 澤田健太郎 60相当
川崎市　中原区医師会 監事 篠原昭信 37回
川崎市　宮前区医師会 理事 島崎賢仁 71回
川崎市　麻生区医師会 監事 雨宮　章 38回
川崎市　麻生区医師会 監事 水間哲郎 48回
鎌倉市医師会 理事 田辺　巌 68相当
平塚市医師会 理事 小島雅彦 58回
大和市医師会 会長 小林米幸 53回
大和市医師会 副会長 横田隆夫 60相当
大和市医師会 副会長 玉井伸哉 61回
相模原市医師会 副会長 大山宜秀 50回
相模原市医師会 理事 佐藤聡一郎 70回
相模原市医師会 監事 吉武泰俊 46回
海老名市医師会 理事 山田久孝 58回
秦野伊勢原医師会 副会長 鈴木康夫 55回
秦野伊勢原医師会 理事 髙木繁治 50回

静岡県 沼津医師会 理事 岩渕直人 61回
長野県 飯田医師会 副会長 中島貞男 60相当

上田市医師会 副会長 佐藤和英 50回
大阪府 寝屋川市医師会 会長 枡田　理 63回
兵庫県 南あわじ医師会 会長 高田育明 55回

朝來市医師会 会長 足立　秀 51回
神戸市東灘区医師会 副会長 西口　郁 62回

島根県 雲南医師会 会長 西村昌幸 46回
広島県 広島県府中地区医師会 監事 奥野府夫 49回

広島県府中地区医師会 議長 小畠敬太郎 50回
広島市佐伯区医師会 理事 野島崇樹 74回

愛媛県 西条市医師会 理事 福田正彦 70回
高知県 高知市医師会 専務理事 久　直史 54回
福岡県 福岡市医師会 常任理事 松本　朗 66回
長崎県 諫早医師会 理事 大角光彦 68回

医師会役員として
活動している三四会会員

三四会理事

近藤 太郎（68回）


